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１． 目的 

本研究の目的は，バルシューレプログラムがコ

オーディネーション能力の定位能力及び文化能力

の獲得に及ぼす影響の検証を踏まえて，小学校中

学年体つくり運動領域におけるバルシューレプロ

グラム活用可能性について検討することであった．  

 

２． 研究方法 

2022年 5月 25日〜7月 13日にかけて 8回バル

シューレ教室を実施した．対象者は，小学校 3年

生計 16 名であった．調査及び分析方法は，教室

実施前後にコオーディネーション能力を測定する

ライプツィヒ的当てテスト及び的当てテスト(加

納ほか，2016)，ボール投げ上げテストを実施し，

対応のあるｔ検定を用いて平均値の比較を行った．

また，的当てテストについて，滝沢・近藤(2017)

の観察的評価基準を用いて，投動作の観察的評価

を行った． 

 

３． 結果及び考察 

コオーディネーション能力を測定したテストは，

教室実施前後の平均値に有意差は認められなかっ

た(表 1)．一方で，的当てテスト投動作時の観察的

評価は，項目①において教室実施後に有意差が認

められた(表 2)．以上から，各プログラムにおける

投げ方のバリエーションを検討すること，上肢の

使い方を指導すること，及び正確性を強く求める

プログラムが必要であると考えられた． 

ボール投げ上げテストは，教室実施後の平均値

が有意に高値を示した(表 1)．この結果から，ボー

ルを投げ上げ捕球する動作及び捕球動作のプログ

ラムを繰り返し実施することで投げる能力と捕る

能力を高めることができるのではないかと考えら

れた． 

表 1 各テスト項目の結果 

 
有意確率 ***：p<.001  

 

表 2 的当てテスト投動作時の観察的評価の結果 

 
有意確率 *：p<.05 

 

４． 結論 

本研究の結果から，バルシューレプログラムを

体つくり運動の単元として構成し，コオーディネ

ーション能力向上を意図する場合，本研究で示唆

された観点からプログラム及び指導方略に修正を

加える必要があることが示された． 
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